
主な内容
○商工連だより

商工連臨時総会
平成27年度第4回九青連連絡協議会が大分市で開催
経営革新事例のご紹介
　船木農園（西国東商工会）
持続化補助金活用事例のご紹介
創業支援事業者のご紹介

○お知らせ

平成28年度経済センサス―活動調査のお知らせ
中小企業大学校　直方校をご活用ください
商工会珠算検定試験のお知らせ
全国商工会会員福祉共済について

○シリーズ「地域の逸品」

株式会社ドリームファーマーズ
「安心院干しぶどう」「濃縮蜜柑」（宇佐市安心院） 表紙写真：玖珠町（清水瀑園）

仲田川にかかる飛瀑の集合地で、内帆足（うつばし）の滝ともよばれ
ます。森の間から自然に湧き出す清水がいくつもの滝をつくって盛夏
でも涼しく感じます。避暑地としても有名であり、豊の国名水15選に
も選定されています。大分県商工会連合会ホームページ http://www.oita-shokokai.or.jp
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～
会
員
企
業
と
商
工
会
組
織
の
振
興
・
発
展
に
向
け
て
～

平
成
27
年
度
商
工
連
臨
時
総
会
開
催

商
工
連
の
平
成
27
年
度
臨
時
総
会
が
３
月
24

日
、大
分
市
中
小
企
業
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
等
６
議
案
が

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
は
徹
底
し
た
巡
回
指
導
に
よ
る
提

案
と
企
業
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
の
経
営
支
援
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
会
員
の
視
点
に
立
っ
た
販
路
開
拓
の
展
開

と
商
工
会
組
織
の
強
化
な
ど
が
必
要
と
な
る
た

め
、次
の
と
お
り
の
重
点
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅰ　

�

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展

に
向
け
た
支
援
の
強
化

⑴�

巡
回
訪
問
の
徹
底
に
よ
る
経
営
支
援
の
強
化

⑵��

小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
経
営
に
向
け
た
伴

走
型
支
援
の
充
実
【
新
規
】

⑶�

経
営
革
新
・
創
業
・
事
業
承
継
・
事
業
再
生

の
支
援
強
化

⑷�

金
融
支
援
の
強
化
と
中
小
企
業
施
策
活
用
に

よ
る
支
援
機
能
強
化

⑸�

消
費
税
転
嫁
対
策
及
び
軽
減
税
率
導
入
に
か

か
る
支
援
【
新
規
】

⑹�

記
帳
機
械
化
シ
ス
テ
ム
の
推
進
・
拡
充

⑺�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
及
び
情
報
発
信
機
能

の
強
化

⑻�

共
済
事
業
の
推
進

⑼�

中
小
・
小
規
模
企
業
に
配
慮
し
た
政
策
提
言

等
の
実
施
【
新
規
】

Ⅱ　

�

商
工
会
の
支
援
機
能
の
拡
充
と
組
織
強
化

⑴�

会
員
増
強
と
組
織
率
向
上
（
組
織
率
５
％

ア
ッ
プ
）
の
推
進

⑵��

経
営
発
達
支
援
計
画
の
着
実
な
実
施
支
援

【
新
規
】

⑶�

事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
効
果
的
運
用
に
よ
る

事
業
成
果
の
創
出

⑷�
商
工
会
の
安
定
運
営
に
向
け
た
自
主
財
源
確

保
の
推
進

⑸�

青
年
部
・
女
性
部
の
活
動
・
組
織
基
盤
の
強

化
⑹�

職
員
の
資
質
向
上
対
策
の
推
進
及
び
事
務
局

体
制
の
確
立

⑺�

人
事
管
理
制
度
の
推
進

⑻�

商
工
会
・
商
工
連
・
全
国
連
の
三
層
間
連
携

の
強
化

Ⅲ　
地
域
経
済
の
活
性
化
の
推
進

⑴�

地
域
経
済
活
性
化
策
の
推
進

⑵��

市
町
村
中
小
企
業
振
興
条
例
の
制
定
推
進

⑶�

地
域
資
源
の
活
用
と
販
路
開
拓
の
支
援

⑷
地
域
経
済
の
好
循
環
策
の
推
進

議長を務めた多田会長（佐伯市あまべ商工会） 挨拶を述べる森竹会長
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平
成
28
年
３
月
１
日
、
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー

ホ
テ
ル　

紅
梅
の
間
に
て
、
平
成
27
年
度
第

４
回
九
青
連
連
絡
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
分
県
青
連
か
ら
は
、
正
副
会
長
３
名

の
ほ
か
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
13
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
幅
広
い
議
題
に
つ
い
て
、
参

加
し
た
各
県
青
連
正
副
会
長
が
熱
く
議
論
を

戦
わ
せ
ま
し
た
。
特
に
、
平
成
28
年
度
の
青

年
部
九
州
大
会
に
つ
い
て
の
協
議
で
は
、
開

催
県
で
あ
る
佐
賀
県
青
連
の
熱
意
が
大
い
に

伝
わ
っ
て
く
る
も
の
で
し
た
。

大
分
県
青
連
は
開
催
県
青
連
と
し
て
、
九

州
各
県
青
連
の
参
加
者
の
皆
様
を
歓
迎
し
、

心
よ
り
お
も
て
な
し
を
行
い
、
大
い
に
大
分

県
の
魅
力
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。平

成
28
年
度
九
州
地
区
商
工
会
青
年
部
合

同
研
修
会
は
、９
月
13
日
（
火
）・
14
日
（
水
）

の
両
日
に
、
佐
賀
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
青
年
部
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
ま
す
。

平
成
27
年
度
第
４
回
九
青
連
連
絡
協
議
会
が

大
分
市
で
開
催

オブザーバー参加した大分県青連役員

九青連連絡協議会

今回、商工会には香々地特産の「岬ガザミ」などを使った商品開発の支援
を受ける中で、小規模事業者持続化補助金の採択を受け、この商品が完成し
ました。新商品の販路開拓に向け商工会の経営指導員に相談したところ、新
たに水産加工に取り組むため企業の知名度、信用力の向上に役立つと経営革
新計画の申請を勧められ、取り組むことにしました。新商品のＰＲや商品の
課題、これからの目標などが明確になり、今後の方向性が見えてきました。
今後も課題を解決しながら、地域資源を通して地元特産品の知名度向上と販
路拡大に取り組んでいきたいと考えています。

豊
後
高
田
市
香
々
地
町
で
農
業
、
農
産
加

工
物
加
工
業
を
営
む
船
木
農
園
で
は
、
新
た

に
水
産
加
工
業
に
進
出
し
、
香
々
地
で
獲
れ

た
「
岬
ガ
ザ
ミ
」
や
「
ザ
ッ
コ
エ
ビ
」
な
ど

の
特
産
品
を
活
用
し
た
商
品
を
製
造
し
、
観

光
客
向
け
の
お
土
産
品
や
贈
答
用
の
商
品
と

し
て
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

豊
後
高
田
市
旧
香
々
地
町
に
は
特
産
品
の

「
岬
ガ
ザ
ミ
（
渡
り
蟹
の
一
種
）」
な
ど
豊
富

な
水
産
資
源
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に
は
知

名
度
が
低
く
、
十
分
に
評
価
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。ま

た
、「
岬
ガ
ザ
ミ
」
は
生
の
状
態
以
外
で

流
通
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
一
部
の
市
場
と

地
元
以
外
で
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で

し
た
。
こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
水
産

加
工
業
経
験
者
の
協
力
の
も
と
商
品
開
発
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
当
社
独
自
の
工
夫
に
よ

り
「
岬
ガ
ザ
ミ
」
を
丸
ご
と
茹
で
て
、
真
空

パ
ッ
ク
に
し
、
冷
凍
状
態
で
流
通
さ
せ
る
方

法
を
確
立
し
、
商
品
化
す
る
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
水
産
資
源
を
使
っ
た
加

工
品
と
し
て
、「
岬
ガ
ザ
ミ
の
真
空
パ
ッ
ク
」、

「
岬
ガ
ザ
ミ
鍋
セ
ッ
ト
」、「
天
日
干
し
生
ひ
じ

き
ふ
り
か
け
（
え
び
入
り
・
シ
ソ
入
り
）」、「
エ

ビ
塩
」
等
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

『
豊
後
高
田
市
香
々
地
特
産
の
岬
ガ
ザ
ミ
の

鍋
セ
ッ
ト
販
売
な
ど
水
産
加
工
品
分
野
へ
の
進
出
』

船木　斉さん

代表者のコメント

会社名：船木農園
所在地：豊後高田市羽根2144-2
電　話：0978-54-2157

経営革新
事例紹介

岬ガザミの真空パック

岬ガザミ鍋セット

商工連だより
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「小規模事業者持続化補助金」活用事例紹介
『情報発信の強化による集客力向上事業』

『カイロプラクティック導入による
スポーツパフォーマンス向上事業』

●補助事業に取り組むきっかけ、背景
当社は大分県佐伯市で飲食店を経営する会社です。現在は“お食事処ひょう

たん小路”というお店を経営しています。
店舗の場所は繁華街のすぐそばで、交通量の多い交差点に位置しているホテ

ルの１階・２階にテナントとして入っています。近隣には無料駐車場があり立
地は非常によいです。しかしながら目立つ看板がなく、初めて当店に来られる
方にはわかりづらいと言われることもありました。さらに平成 27 年３月に東九
州自動車道「佐伯～蒲江」間が開通し、宮崎県からの観光客が増加したため、
ますます当店を多くの人に知ってもらう必要性を感じていました。

●補助事業の取り組み内容
・看板の設置

当社の店舗には目立つ看板がなかったため、視認性の高い看板を店舗入り
口上部に設置。

・広告を使った情報発信、パンフレットの作成
忘新年会やオードブルの広告掲載、会席料理プランや仏事料理折を載せたパンフレットの作成により、新規客

の獲得と既存客の当店の利用頻度を高める狙い。
●事業実施の効果について

看板の設置により視認性が高まった結果、昼間の観光客の客数が伸び、また当店を久しく利用していなかった客
の呼び込みにもつながりました。
またパンフレットの効果により女性客が増え、「個室で他のお客を気にせずゆっく

りできるので、ちょっと改まった食事会などに利用したい」という声を頂きました。
広告の掲載効果は年末の
オードブル注文にあらわれ、
新規客の獲得につながりま
した。

●補助事業に取り組むきっかけ、背景
当院は、日常生活や運動などが原因で膝・肩・肘などの四肢の不調や痛

みを訴える患者様に多く来て頂いており、保険診療を中心とした施術を行っ
ています。しかし、国の社会保障費は、増加の一途をたどり、今後は、個
人負担率の増加とそれに伴う保険診療の減少が危惧されます。したがって、
新サービスの提供等で自由診療のメニューを増やし、治療内容の改善と実
費診療からの収益を増やすことが、当院の経営上の課題として挙げられま
した。

●補助事業の取り組み内容
そこで、スポーツマンをメインターゲットとした「カイロプラクティッ

クコース」を導入し、実費診療による増収を目指す取り組みを開始した。
患者様のニーズに合わせて３つのコースを設立し、それに伴う設備導入と
WEB ページのリニューアルを行いました。

●事業実施の効果について
本事業を通じて、患者様に対する治療効果を上げるだけでもなく、経営面

でも実費診療に取り組む体制作りを進めるきっかけとなりました。WEBペー
ジは、見やすい内容にリニューアルされ、今後も当院の広告塔となることが
期待されます。

会 社 名：有限会社サングループ浜田
代表者名：代表取締役 浜田 千須子
所 在 地：大分県佐伯市城東町１番39号
電　　話：0972-23-5800

会 社 名：やよい整骨院
代表者名：院長 近藤 史章
所 在 地：大分県佐伯市弥生大字江良1868番地1
電　　話：0972-46-1753
Ｈ　　Ｐ：http://yayoiseikotsu.com/

近藤史章院長

浜田千須子さん・浜田和弥さん

カイロプラクティック
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創業支援事業者紹介

店舗外観

店舗外観

山永豪一郎さん

佐藤功樹さん・節子さん

当店の商品

特製鶏ガラ醤油ラーメン

【
事
業
概
要
】

平
成
26
年
４
月
に
中
津
市
山
国
町
で

豆
腐
製
造
販
売
店
「
手
よ
せ
豆
腐�

卯
の

花
」
を
開
業
し
ま
し
た
。
当
店
は
、
日

本
古
来
の
製
造
方
法
に
こ
だ
わ
り
、
大

豆
が
本
来
持
つ
濃
厚
な
風
味
と
優
し
い

甘
み
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
一
丁
一
丁

丹
精
込
め
、
昔
な
が
ら
の
豆
腐
を
製
造

し
て
い
ま
す
。
原
材
料
で
あ
る
大
豆
は

厳
選
し
た
県
産
大
豆
「
ふ
く
ゆ
た
か
」

を
使
用
し
「
温
泉
水
」
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
温
度
を
一
定
に
保
ち
な
が
ら
均

一
に
大
豆
成
分
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
最
後
に
、
豆
腐
作
り
で
一
番

重
要
な
工
程
に
使
う
に
が
り
に
は
、
厳

選
し
た
天
然
に
が
り
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
販
売
商
品
は
、
お
ぼ
ろ
豆
腐
、
木

綿
、
絹
ご
し
、
油
揚
げ
等
。
お
ぼ
ろ
豆

腐
が
人
気
商
品
で
す
。
当
店
店
頭
の
ほ

か
、
道
の
駅
な
か
つ
、
Ｊ
Ａ
直
販
所
で

お
買
い
求
め
頂
け
ま
す
。

【
創
業
の
動
機
】

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
小
料
理
屋
を
経

営
し
て
い
る
父
が
、
日
本
最
古
の
製
法

で
豆
腐
作
り
を
し
て
い
た
職
人
に
出
会

い
、
そ
の
豆
腐
の
味
に
魅
せ
ら
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

私
自
身
も
こ
の
濃
厚
な
味
の
豆
腐
に

衝
撃
を
受
け
、
こ
の
豆
腐
を
日
本
へ
持

ち
帰
り
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い

た
い
と
一
念
発
起
し
、
タ
イ
で
修
行
し

て
製
法
を
習
得
し
ま
し
た
。

【
現
在
の
課
題
】

ま
ず
は
、
多
く
の
お
客
様
に
当
店
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
課
題
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
お
客
様
に
支
持
さ
れ

る
よ
う
品
揃
え
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
商
品
と
し
て
「
豆
腐
コ

ロ
ッ
ケ
」
や
「
豆
腐
メ
ン
チ
カ
ツ
」
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
に
は
、
日
田
市
内
に

２
号
店
を
出
店
し
ま
し
た
。

多
く
の
お
客
様
に
支
持
さ
れ
、
永
く

当
店
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
事
業
概
要
】

平
成
28
年
１
月
、
国
東
市
国
見
町
の

国
道
沿
い
に
民
家
を
改
装
し
た
ラ
ー
メ

ン
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

特
製
鶏
ガ
ラ
醤
油
ラ
ー
メ
ン
に

は
、
国
東
市
安
岐
産
の
桜
王
豚
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
や
国
見
産
干
し
シ
イ
タ
ケ
・
キ

ク
ラ
ゲ
等
の
こ
だ
わ
り
抜
い
た
食
材
を

使
用
し
て
い
る
。
他
に
も
、
竹
田
津
港

で
水
揚
げ
さ
れ
た
真
蛸
を
柔
ら
か
く
煮

て
仕
上
げ
た
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
一
品
料
理

も
お
手
頃
価
格
で
味
わ
え
る
。

【
創
業
経
緯
】

代
表
の
節
子
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
集
落

支
援
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
経
験
し
、

ご
主
人
の
功
樹
さ
ん
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の

支
配
人
な
ど
20
年
以
上
飲
食
業
界
に
携

わ
っ
て
き
た
が
、
３
年
前
に
和
歌
山
か

ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
ご
主
人
の
地
元
で
あ

る
国
東
市
に
戻
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
改

め
て
国
東
半
島
の
魅
力
や
素
晴

ら
し
い
食
材
を
再
発
見
し
た
こ

と
で
、
地
域
を
元
気
付
け
よ

う
と
ラ
ー
メ
ン
店
の
開
業
を
決
意
し
た
。

開
業
ま
で
は
、
事
業
計
画
立
案
や
店
舗

改
装
、
食
材
仕
入
先
の
確
保
に
奔
走
し

た
。
店
名
は
、
長
年
こ
の
地
域
で
住
民

に
愛
さ
れ
な
が
ら
も
店
を
閉
じ
た
「
明

星
食
堂
」
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
。

【
今
後
の
課
題
や
取
り
組
み
】

今
後
の
課
題
は
、
地
元
客
を
大
切
に

し
な
が
ら
も
、
観
光
客
な
ど
外
部
か
ら

の
集
客
を
い
か
に
伸
ば
し
て
い
く
か
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
旬
な
食
材
を
活
か

し
た
新
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
ジ
ビ
エ
料

理
の
研
究
も
し
て
い
る
。
一
杯
の
ラ
ー

メ
ン
が
地
元
住
民
の
心
に
残
る
新
た
な

「
ふ
る
さ
と
の

味
」
と
な
る

よ
う
地
域
に

根
差
し
て
い

く
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

会 社 名：手よせ豆腐 卯の花
代 表 者 名：山永 豪一郎
所 在 地：大分県中津市山国町守実43
創業年月日：2014年4月
電　　　話：0979-62-2008
Ｆ Ａ Ｘ :0979-62-2008

会 社 名：ラーメン・カフェ　明星
代 表 者 名：佐藤 節子
所 在 地：〒872-1321 大分県国東市国見町竹田津3580-5
創業年月日：平成28年1月15日
電　　　話：0978-84-0789
Ｈ　　　Ｐ：http://www.shokokai.or.jp/44/myojyo/index.

➎
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つながる人　広がる未来

これからも地域とともに

ご利用ください！！
制度融資

http://oita-cgc-or.jp/

当協会では「地公体制度融資」
の他、各種保証制度をご用意い
たしております。
お気軽にご相談ください。

平成28年経済センサス ― 活動調査のお知らせ
総務省、経済産業省、大分県及び市町村は、平成 28 年６月１日現在で、「平成 28 年経済センサス‐活動調査」

を実施します。全国のすべての事業所及び企業が対象になります。

この調査は、全産業分野の売上（収入）金額や費用などの経理項目を同一時点で網羅的に把握し、我が国にお

ける事業所・企業の経済活動を全国的及び地域別に明らかにするとともに、事業所及び企業を対象とした各種統

計調査の母集団情報を得ることを目的としています。

この調査は、政府が実施する統計調査の中でも特に重要な調査の一つであり、正確な統計を作成するため、統

計法（平成 19 年法律第 53 号）に基づいた回答義務のある調査（基幹統計調査）として実施いたします。

Ｑ．社員をスキルアップをさせたいが人材育成の仕組みがない！

Ｑ．業務に役立つ体系的なスキルや最新情報を取得したい！

Ｑ．業績アップのきっかけ欲しい！

Ｑ．異業種の方々と交流し、人的ネットワークを構築したい！

〒822-0005 福岡県直方市永満寺1463-2
TEL 0949-28-1144・FAX 0949-28-4385  URL http://www.smrj.go.jp/inst/nogata/

※研修コースの詳しい内容は直方校ホームページをご覧ください。

★豊富な研修コース

★実務経験豊富な講師陣

★仕事に直結する実践的内容

★公的助成制度が利用可能

そんな時こそ「中小企業大学校直方校」を活用ください！

社内の「人材育成」でお悩みでは？

中小企業大学校直方校では、地域と中小企業の活力を生み出す“人づくり”を

サポートする実践的な研修コースを提供しています。

《申込み、お問い合わせは》

お知らせ

➏



第
１
８
０
回

２
月
21
日
（
日
）、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
た
検
定
の
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
は
１
２
８
人
が
受
験
し
、
62
人
が
合
格
。
そ
の
中
で
満
点

合
格
者
７
人
、
１
級
合
格
者
は
５
人
で
し
た
。
難
関
で
あ
る
１
級

合
格
者
の
市
町
村
名
、
氏
名
等
を
写
真
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

1級合格おめでとう

豊後大野市
犬飼小学校５年生

阿部　星璃菜さん

豊後大野市
大野小学校５年生

江嶋　萌永子さん

国東市
安岐中央小学校５年生

中野　宏紀さん

国東市
安岐中央小学校６年生

小股　功揮さん

国東市
安岐中央小学校６年生

西村　侑馬さん

入って
いますか？

お問い合わせ・資料請求は最寄りの商工会へ

全国10万人の方にご利用いただいています！

全国商工会会員福祉共済
商工会の会員だからこそ加入できる

特別な制度です！

加入しやすい掛金で大きな補償！

けが・病気・がんにしっかり備える！

福祉共済制度は、加入しやすい掛金、安心して加入で
きる補償内容、全国の商工会のスケールメリットを活
かし、商工会の会員様だけにご提供できる共済制度で
す。

ライフスタイルと必要補償内容に応じてプランをご検
討いただけます

掛金月額2,000円の「けが」の補償プランに加入の場合

１日あたりわずか約65円の保険料で

 入院１日あたり　8,000円の補償

 通院１日あたり　3,000円の補償

――「けが」の補償は月額2,000円から
――「がん」の補償は月額3,000円から

充実安心！「けが」「病気」「がん」の補償

「けが」の補償 「がん」の補償「病気」の補償

心配な「けが」「がん」の補償をメインに！

「けが」の補償 「がん」の補償「病気」の補償

「病気」の補償とセットで加入で手厚い補償を！

「けが」の補償 「がん」の補償「病気」の補償

とりあえず「けが」の補償だけで！

「けが」の補償 「がん」の補償「病気」の補償

「がん」重点補償が気に入ったので！

「けが」の補償 「がん」の補償「病気」の補償

●「けが」の補償には
　傷害プラン2,000円コース・3,000円コース・4,000円コース
　傷害ライトプラン・シニア傷害プランがあります。
●「病気」の補償には
　医療特約・シニア医療特約があります。
●「がん」の補償には
　トータル「がん」プラン・シニアトータル「がん」プラン
　シンプル「がん」プラン・シニアシンプル「がん」プランがあります。
※「病気」の補償「がん」の補償に加入される場合は告知が必要です。　※契約内容の詳細はパンフレットをご覧ください。

― ５つの加入パターン ―

お知らせ

➐



５
月
号
V
o
l.2
8
4

株式会社ドリームファーマーズ
所在地：大分県宇佐市安心院町下毛1193-1
電　話：0978-58-3534
ＦＡＸ：0978-58-3534
Ｈ　Ｐ：http://dreamfarmers.jp/
Ｍａｉｌ：dream-farmers@oct-net.ne.jp

ブ
ド
ウ
農
家
だ
か
ら
作
れ
る
本
物
の
味

　
　

「
安
心
院
干
し
ぶ
ど
う
」「
濃
縮
蜜
柑
」

株
式
会
社
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
は
、
宇
佐
市
安
心
院
町
で
地
元
の
農
産
物
を

使
っ
た
国
産
・
無
添
加
の
ド
ラ
イ
フ
ー
ズ
を
製
造
す
る
企
業
で
す
。
専
業
農
家
を
継

ぐ
農
業
青
年
実
業
家
３
人
が
主
体
と
な
り
地
域
の
農
業
振
興
の
た
め
、
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
農
産
物
に
付
加
価
値
を
付
け
て
販
売
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
農
産
物
を

加
工
し
て
販
売
で
き
る
組
織
を
作
ろ
う
と
平
成
24
年
に
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
に
使
用
す
る
農
産
物
は
、
メ
ン
バ
ー
の
農
園
で
栽
培
し
た
自
慢

の
ぶ
ど
う
と
同
じ
く
県
内
で
こ
だ
わ
っ
て
栽
培
さ
れ
た
完
熟
蜜
柑
を
厳
選
し
て
使
用

し
て
い
ま
す
。
砂
糖
や
保
存
料
な
ど
の
添
加
物
を
い
っ
さ
い
使
用
し
な
い
完
全
無
添

加
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

果
実
本
来
の
味
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
加
工
技
術
を
研
究
し
、
試
行
錯
誤
の
末
完

成
し
た
干
し
ぶ
ど
う
は
、
口
に
含
み
噛
ん
で
い
る
う
ち
に
ぶ
ど
う
の
芳
醇
な
香
り
と

甘
み
、
そ
し
て
ほ
の
か
な
酸
味
が
口
の
中
に
広
が
り
、
ぶ
ど
う
の
様
々
な
味
わ
い
を

ゆ
っ
く
り
と
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
粒
の
「
種
な
し
ピ
オ
ー
ネ
」、
高
級
な

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」、
甘
酸
っ
ぱ
い
「
種
あ
り
巨
峰　

青
春
編
」、
３
種
類
の

ぶ
ど
う
が
入
っ
た
「
い
ろ
い
ろ
ミ
ッ
ク
ス
」
と
ぶ
ど
う
毎
の
違
い
を
楽
し
ん
で
頂
け

ま
す
。

干
し
み
か
ん
に
は
甘
み
の
強
い
県
内
産
の
完
熟
温
州
み
か
ん
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
栽
培
方
法
や
規
格
を
厳
選
し
た
み
か
ん
を
一
つ
ひ
と
つ
手
で
剥
き
、
房
に
分
け

て
丁
寧
に
時
間
を
掛
け
て
乾
燥
さ
せ
て
い
ま
す
。
水
分
だ
け
を
引
い
て
ま
さ
に
味
を

ギ
ュ
ッ
と
凝
縮
し
た
「
濃
縮
蜜
柑
」
は
ア
メ
リ
カ
で
も
好
評
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ

も
進
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
九
州
各
地
の
こ
だ
わ
っ
た
農
家
の
方
と
協
力
し
、
厳
選
し
た
果
物
や
野
菜

を
集
め
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
・
ド
ラ
イ
ベ
ジ
タ
ブ
ル
に
加
工
販
売
す
る
計
画
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
経
営
革
新
計
画
の
承
認
を
頂
く
事
も
出
来
ま
し
た
。
後
継
者

不
足
や
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
不
足
は
農
家
に
と
っ
て
も
深
刻
な
問
題
で
す
が
、
新

た
な
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、「
元
気
な
農
家
」
を
作
り
出
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

商
品
の
お
買
い
求
め
は
、
別
府
湾
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
大
分
空
港
売
店
、
く
だ
も

の
か
ふ
ぇ
、
王
さ
ま
の
ぶ
ど
う
本
店
、
道
の
駅
い
ん
な
い
等
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

是
非
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
八
年
五
月
一
日 

発
行
／
発
行
所　

大
分
県
商
工
会
連
合
会　

大
分
市
金
池
町
三
丁
目
一
―
六
四
☎
〇
九
七
（
五
三
四
）
九
五
〇
七

▲左から
　副社長の安部元昭氏、代表の宮田宗武氏、工房長の園田直彦氏


